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アウトライン
• 都市化の様相

• アジアの都市における集積の経済

• 労働市場としての都市

• 都市システムのマネージメント

• 発展するアジアにおける交通安全とADBの役割



都市化の様相
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アジアの開発途上国は急速に都市化

1.06 billion

Source: ADB estimates using Bairoch (1988) and UN (2018).
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急速な都市化と経済成長には強い相関関係
一人あたりのGDPの5年間における推移と

1970～2017年における都市化の推移

アジアの途上国
世界のその他の地域

情報源: 国連 (2018)及び世界銀行 (2019)の資料に基づきADBが算出した推定値

一人あたりの実質 GDPの推移(%)

都市化率の推移



都市は行政区を越えて拡張

• 夜間照明の衛星画像から、実際に人
が暮らしている都市部である「自然
都市」がわかる。

• 自然都市が1,459箇所特定された。全
体のわずか2.3%の面積に人口の34.7% 
が居住している。

• 自然都市は行政区を越えて拡張して
きた。

• 複数の自然都市が連結して「都市ク
ラスター」を形成している地域があ
る。
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情報源: ADB による推定



人口1000万人以上の人口を抱える巨大都市
クラスターが28箇所に出現

2016

上海-
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デリー-チャン
ディーガル

情報源: ADB による推定



都市サイズの進化
面積による自然都市サイズの分布 人口による自然都市サイズの分布

情報源: アメリカ海洋大気庁による夜間照明画像、及びランドスキャンのデータセットから得た人口グ
リッドデータを用いてADB が算出した推定値



アジアの都市における集積の経済
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集積の経済

世帯や企業が集中することによる効果

• 知識やアイデアの波及がもたらす学び
-ダッカの衣類、シアールコートのサッカーボール、ベンガル―ルの

ITスタートアップ

• 投入市場と産出市場の一致
-労働者はより適した仕事を見つける
-企業は供給業者や顧客の近くに拠点を置く

• 資源の共有
-インフラの共有
-幅広い専門知識の活用



アジアの都市が「集積の経済」から得る恩恵

情報源: （左の表）4カ国の労働力調査に基づくADBが算出した推定値、（右の表）世界銀行による25カ国の企業調査に基づきADBが算出した推定値
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大都市の企業はよりイノベーションが盛ん大都市では労働者の賃金が高い

大都市(>100万人) 小規模都市

農村部との賃金格差 (%) イノベーションに取り組
んでいると答えた企業

*

• 少規模都市と農村部との賃金格差は統計
上ゼロに等しい



大学の役割

大都市には:
• 大卒者が多い

• 大卒者が多い環境は低学歴労働
者にとっても有益である

• 女性の雇用機会が多い
• 大学がある
一流の大学があることで企業
の活性化が進む。

情報源: 世界銀行の企業調査、QS世界大学ランキング、NTLを
ベースとした自然都市に関するデータに基づきADBが算出した
推定値

企業のイノベーションと大学の存在



労働市場としての都市

V4.1

13



集積による利益は自動的には生じない

出典:  Henderson, J.V., 1974、「都市のサイズと形態」 The American Economic Review, 64(4), pp.640-656
Duranton, G., 2008、「開発途上国で、都市から始まる生産性と成長」
Canadian Journal of Economics/Revue canadienne d'économique, 41(3), pp.689-736.

都市の集積による利益

都市のサイズ

・交通
・土地利用計画
・住宅
・ビジネス環境



都市の活性化には機能する労働市場が必要

• 不可欠な条件
• 都市圏内を安価に、迅速に移
動できること

• 都市圏内で自由に社屋や住居
を移転できること

• 比較的安い値段で不動産が入
手できること

出典: Bertaud (2018)から引用

機動力の低い都市

機動力の高い都市



二つの巨大都市の現状

中国、重慶
人口: 1,340万人 (2015)

ナイジェリア、ラゴス
人口: 1,220万人 (2015)

セプラットペトロリアム
ダンゴートセメント
ネスレ・ナイジェリア

ナイジェリアンブリュワリーズ

IBM
フォックスコン
シスコシステムズ

フォードモーターカンパニー

失業率: 27.6% (2010)

情報源: 国連(2018) 、中国統計年鑑(2018)

失業率: 3.9% (2010)

情報源: 国連 (2018)、ナイジェリア・データポータル
( 2019年9月27日にアクセス)情報源:  2016年版、都市拡張地図に基づきADBが算出した推定値

住宅地が正式に区画されていない地区の割合と、幹線道路
が徒歩圏内にある地区の割合
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混雑は大都市において深刻

情報源: Google Mapを用いてADBが算出した推定値
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注:表中の24都市全体の混雑指数の平均は 1.5である。

• アジアの278都市の交通混雑状
況の測定にはGoogle Mapの交通
情報を利用した。

• 夜間照明と人口グリッドデータ
から、各都市で人が多く集まる
区域を特定した。

• 特定した区域の中から無作為に
起点と終点を選択した。

• Google Map APIを用いて、2019
年6月3日のピーク時とオフピー
ク時に各起点・終点間を車で移
動した場合に要する推定時間を
得た。



アジアでは乗用車の数が激増

情報源:国際自動車工業連合会のデータを用いてADBが算出した推定値

乗用車が占める割合の増加（2005-2015年）
アジアの途上国とその他の地域における
乗用車の年間増加率（2005-2015年）

注意: 乗用車とは、座席数が9
席以下で、人を運ぶことを目
的とするオートバイ以外の道
路走行車両を意味する。これ
には座席数が10席に満たない
タクシーとハイヤーも含まれ
る。また、ピックアップト
ラックや軽車両も含まれる場
合がある。



一部の都市では公的交通手段の利用料金が課題
途上国において月々の通勤交通費が月収に占める割合

情報源:ニューヨーク大学都市拡張プログラム2006の「世界200都市のサンプルにおける土地及び住宅調査」から得たデータを用いてADBが算出した推定値



都市の拡張は土地利用計画に従って行うことが基本

バングラデシュ、ダッカ インド、ムンバイ



有効な都市利用計画が減少
開発以前から存在し
た住宅地が占める割
合

幹線道路が徒歩圏内
(625メートル以内)に
ある市街地が占める
割合

情報源: ニューヨーク大学都市拡張プログラ
ム2016の「土地及び住宅調査」に基づき
ADBが算出した推定値。



住宅の購入を容易にすることが課題

注意: 対収入住宅価格 (PIR) は平均的な住宅（50平米）の価格を世帯あたりの平均年収で割
ることにより算出した。
情報源: Colliers International、Global Property Guide、各国の世帯収入及び支出調査、 Knight
Frank、 Makaan、中国国家統計局、 Numbeo、世界銀行のPovcalNet, Zameenから得たデー
タを用いてADBが算出した測定値

対収入住宅価格(PIR)で見る住宅取得能力
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都市システムのマネージメント
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成長には多様な都市の
活気が必要

• 都市システム: 物品、サービス、人
の流れが複数の都市を連結する

• 小規模都市

• 中規模都市

• 大規模都市

• 遠隔地



小都市にはビジネスの制約が存在

都市の規模によりビジネスに大きな障害があると答えた企業の割合 (%)

情報源: 世界銀行の企業調査に基づいてADB が算出した推定値

土地へのアクセス

ビジネスの免許と
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都市の可能性を引き出すために

都市

• 複数のシステムが一
体となった公共交通
システム

• 手頃な価格の住宅
• 土地利用計画と規制
• ビジネス環境

都市システム

• 都市間の連結性
• 空間・経済計画の連携
• 大都市のガバナンス



アジアにおける交通安全とADBの役割
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アジアの交通安全：WHO (2018) 

28

人口100,000人あたりの交通事故死亡者数 : 2013年、2016年



交通手段別に見た交通死亡事故の分布

29
出典: WHO 2018



所得水準別交通事故死

30

国の所得水準別、人口、交通事故死、車両保有者の割合

交通事故死亡者数に変化のあった国の数

出典: WHO 2018
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アジアにおける交通事故データの問題

出典: WHO 2018

ASEAN加盟国の都市における交通事故死亡者数 -
警察からの報告件数とWHOによる推定数の比較

情報源: 世界の交通死亡事故者数、地域別統計的概要、国際自動車連盟（FIA, 2017）



交通事故から生じるコスト：フィリピン

32

情報源: ADBとASEANの地域交通安全プログラム、フィリピンにおける交通事故に伴うコストに関するレ
ポート（ADB, 2015）

フィリピンにおける推定交通事故死亡者数 交通事故がもたらす経済的損失がGDPに占める推定割合



交通安全の改善はGDPに寄与する
• 一人あたりのGDP  (2011年の米ドル価格で固定換算した実質GDP)の増加
• 無策から生じるコストは、GDPの増加予想額から現状のシナリオ９における額
を差し引いた数字とする

交通事故による負傷者数が50%減少
すると、一人あたりのGDPが24年間
で7～22%増加する可能性がある。

出典: 世界銀行 2018



アジア太平洋地域の交通安全監視機構 (RSO) 
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• ネットワーク :
 政策レベル
 データ専門家

• 意見交換と議論のためのフォーラム
 政策課題
 技術的及び方法論的課題
 経験の蓄積
 相互学習

• データベースの共有
• 共通の調査、年次報告、共同研究
• 初回ワークショップ: 2019年3月20～21日、シンガポール
• バングラデシュ、カンボジア、インドネシア、日本、韓国、ラオス、マレーシア、
ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、
タイ、ベトナムから70人以上が参加



地域安全監視機構
目的:
• 各国におけるデータ収集、解析、意思決定の水準向上を加速
• より効果的な監視を目指し、多国間の協調を促進
• 交通事故に関するデータシステムの改善に向け、多国間における前向きな競争を奨励
• データや情報を共有するための共同スペースを提供
期待される成果:
• 交通安全の問題が政治の議題に取り上げられる
• 交通安全に関してより良い成果を出すこと、競争すること、協力することへのインセン

ティブが創出される
• 各国のデータ精度がWHOの監視プロセスに対応するレベルまで改善するよう支援すること

ができる
• 一部の国の達成事項を他国にまで拡大する(雪だるま効果) ことができる
• 交通安全のためのデータをより系統的に収集するためのツールを各国に提供することがで

きる
35



ADBが協調融資する結果ベースのローン : 
インドの州における交通安全インセンティブプログラム

• インドの自動車登録台数: 2億3000万台(2016年3月)
• 年間増加率: 9.9% (2006～2016年)、二輪車、乗用車、ジープ、タクシーについては10.1%
• 最も登録台数が多いのは二輪車 (73.5%) 。以下、順に乗用車、ジープ、タクシー (13.1%)、
その他の車両 (8.1%)、貨物自動車(4.6%)、バス (0.8%) 



インドにおける道路と事故の現状
• 2017年の交通事故件数 : 464,910 

• 死亡者数：147,913  
• 負傷者数：470,975 

• 2017年に生じた交通事故死の36%が、
国内道路の全長のわずか2%を占める
高速道路上で起きた事故によるもの
である。

• 州道及びその他の道路で起きた事故
による死亡者数はそれぞれ26.9%、
37.1%である。

国内道路の全長の内、舗装道路はわずか63%である。国道でさえ4車線
以上の部分は約25% である一方、2車線に満たない部分が20%ある。



結果ベースのローン: 
インドの州における交通安全インセンティブプログラム

• ADBでは現在インド政府と共に、重点的に8つの
州で、交通死亡事故を減らすための主な5つの取
り組みに対する協調融資を行っている。

1. 死亡事故減少のための制度と監視システムの構
築

2. 事故リスクを特定するためのシステムの構築
3. 車両の整備と事故リスクの高い場所の状況改善
4. 事故対応システムの強化
5. 啓蒙活動の実施

• 本プロジェクトでは、各州が到達した交通安全基
準に基づいて、各州政府に金銭的インセンティブ
を提供する。右は本プロジェクトに定める基準の
例である。



まとめ
• アジアの開発途上国では急速な都市化が進行し、都市クラスター
が形成されている

• アジアの諸都市は「集積の利益」を享受してきたものの、こうし
た利益は自動的に生じるものではない

• 社会的包摂性のある成長を達成するために、アジアの諸都市は交
通インフラ・住居・都市計画における既存の課題を克服する必要
がある

• 交通安全を達成することは社会的包摂性のある成長のために不可
欠である。アジア開発銀行は革新的なプログラムなど、様々な方
策を用いてアジア太平洋地域の交通安全に寄与する

39



完

https://www.adb.org/publications/asian-development-outlook-2019-update

https://www.adb.org/publications/asian-development-outlook-2019-update
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